
フェイズドアレイ検査（ＦＲＰ材劣化調査）

DynamIx HR2ＦＲＰ製品は設置時直後から、紫外線や使用状況により劣化が進行していきます。
予防保全の準備段階で劣化診断を行い、経年劣化度を確認していく必要があります。
従来の目視や硬度計ではできない、フェイズドアレイによるUT診断で、定量的な詳細
検査を提案します。

ＦＲＰ材劣化調査

DynamIx HR2

FRP健全部 FRP劣化部

底面エコーが確認できる 底面エコーが消失している

5L16-A1Phased Array:Omni Scan MX 2L32-A5

| 装置本体とプローブ

| 調査サンプル例
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